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Abstract
The purpose of this research was to develop the scale about the life skills acquired through Budo, 
and to examine reliability and validity.　In the preliminary research, the preliminary information 
blank which consists of ３８ items with reference to the previous works, the government guidelines 
for teaching（２００８）, interview and questionnaire survey for high school physical-education teachers.　
In main research, the preliminary information blank was replied to the high school student ３６５ 
person.　“The Budo and the physical education related life skill scale”which consists of ２０ items 
of five factors of leadership, courtesy, emotional strength, positive thinking, and sympathy were 
created as a result of factor analysis.　Moreover, as a result of examining the correlation of the 
feeling of school life adaptation scale and the Budo and the sport related life skill scale points, a strong 
correlation（r＝０.８１）, sufficient reliability（α＝０.８８）and fixed validity were confirmed.
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要　旨
本研究の目的は、武道を通して獲得されるライフスキルについて測定する尺度を作成し、信頼性と妥
当性を検討することであった。予備調査では、中学校学習指導要領（２００８）、高校体育教師へのインタ
ビュー及びアンケート調査、先行研究を参照し３８項目からなる予備調査用紙を作成した。本調査では、
高校生３６５名を対象に予備調査用紙を配布し回答を求めた。因子分析の結果、「リーダーシップ」、「礼儀
作法」、「精神力」、「前向きな思考」、「共感性」の５因子２０項目からなる「学校体育における武道関連ラ
イフスキル尺度」を作成した。また、学校生活適応感尺度と学校体育における武道関連ライフスキル尺
度得点との相関関係を検討した結果、強い相関関係が確認され（r＝０.８１）、十分な信頼性（α＝０.８８）
と一定の妥当性が確認された。
キーワード
ライフスキル、武道、体育授業、心理尺度
Ⅰ　緒　　　言
中学校学習指導要領の改訂に伴い、平成２４年
度から中学校第１・２学年の全ての生徒を対象
として武道が必修化となった。「相手を尊重し、
勝敗にかかわらず対戦相手に敬意を払う。自分
で自分を律する克己の心を理解し、取り組める
ようにする」（文部科学省 ２００８）とあるように、
武道特有の伝統的な思考・態度を身につけさせ、
武道授業を通して技術に加え心理的スキルを獲
得させるように言及されている。
体育授業の持つ影響力の大きさについて、藤
谷・細江（１９９９）は学校教育現場における体育
授業が身体の感覚や体験を通じて人格に変化を
もたらす可能性を示唆している。中学校体育授
業における武道必修化の背景には、武道授業を
通しての礼儀作法の獲得や相手を尊重する態度
の形成への期待があり（北村他 ２０１０）、「生きる
力」の獲得または向上に関する武道への期待は
大きい（野中 ２０００）。
「生きる力」に極めて類似する概念として、
社会的スキルを内包した心理社会的能力と位置
づけられるライフスキルがある（上野 ２００８：島
本他 ２０１３）。ライフスキルは「日常生活で生じ
るさまざまな問題や要求に対して、建設的かつ
効果的に対処するために必要な能力」と定義さ
れ（WHO １９９７）、ライフスキルの形成は青少
年の健全な人格形成につながると考えられてい
る（JKYB 研究会 １９９６）。また、「生きる力」
と異なり、ライフスキルは対人関係スキル、自
己意識、共感性などの明確なスキルから構成さ
れている。今日までにスポーツがライフスキル
にさまざまな正の影響を与え、スポーツによる
ライフスキルの向上効果は顕著であることが確
認されており（Danish １９９３）、スポーツだけで
なく体育授業によるライフスキルの向上が示唆
されている（杉山他 ２００８）。しかし、多くの先
行研究は部活動の所属の有無、もしくは主に集
団競技を対象として調査を行っており（上野 
２００８）、武道に焦点を当てたライフスキル研究
は乏しい。また、ライフスキルに関する測定尺
度は各国で作成され（Brooks １９８４）、国内では
上野・中込（１９９８）の尺度のようにスポーツに
よるライフスキルの獲得を測定する尺度がある
が、武道を測定対象として作成された尺度は見
当たらない。現在武道によってどのようなスキ
ルが獲得されるかを測定する尺度が存在しない
以上、心理的側面に及ぼす武道の効果を測定す
ることはできない。
そこで本研究では、武道種目のうち中学校部
活動にて最も実施されている剣道（日本中学校
体育連盟 ２０１２）を中心とした武道に焦点をあ
て、学校体育を通して獲得されるライフスキル
を測定する尺度を作成することを目的とした。
予備調査及び本調査を行い、信頼性・妥当性の
高い測定尺度を作成することによって、武道を
通して獲得されるライフスキルに関する研究の
基盤をつくることができると考える。
Ⅱ　予　備　調　査
１．目　的
『中学校学習指導要領解説 保健体育編』（文部
科学省 ２００８：以後、中学校学習指導要領と表記
する）、先行研究、高校体育教師へのインタビュー
ならびにアンケート調査を行い、武道授業によっ
て獲得されるスキルを選定し、予備調査用紙を
作成することを目的とした。本来であれば中学
校体育教師を調査対象とすべきであるが、武道
必修化以前であり専門的に武道授業を行う教師
が少ないことが予想されたため、対象を高校体
育教師をとした。
２．調査項目の選定
　方　法
中学校学習指導要領を参照し、武道の授業を
通して獲得が期待されているライフスキルに関
係する文章を抽出し、ライフスキルに関係する
カテゴリーを作成した。武道種目とその他の教
科及び種目の効果を比較するため、中学校学習
指導要領に記載されている武道以外の体育種目、
特別活動など学校生活を通して獲得が期待され
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ているライフスキルについて参照した。さらに、
既存のライフスキル尺度である Kiss１８（菊池
１９８８）、ポジティブ関係コーピング尺度・対人
ストレスコーピング尺度（加藤 ２００２）の中から
武道やスポーツと関連のある項目を選出した。
また、現職教師の武道授業への意識を調査す
るため、１　 対１の半構造化面接を行い、武道授
業への期待や現状を把握した。高校の体育授業
において剣道を中心とした武道を指導している
現職の体育教師２名（男性、年齢５４歳、教師歴
３０年、剣道競技歴４４年：女性、年齢５４歳、教師
歴３０年、剣道競技歴３９年）を対象とした。調査
時期は２０１０年６下旬～７月上旬であった。
　結果及び考察
中学校学習指導要領から「中学校学習指導要
領が武道に期待するスキル」として、「礼儀、
礼節、謙虚な気持ち」、「伝統的な行動様式」、
「精神的な安定」、「相手に共感する、配慮する、
尊重する能力」の４項目を抽出した。
同様に、中学校学習指導要領の武道以外の体
育種目に関する、もしくはすべての体育種目に
共通する記載を「中学校学習指導要領がその他
の種目に期待するスキル」として抜粋した。挙
げられた１４項目を「コミュニケーション力」、「挑
戦心」、「自尊心、自信」、「積極的な態度」、「公
正な態度」、「勝利への執着」、「問題、課題に対
処する能力」、「協調性、チームワーク」、「責任
感」、「連帯感、一体感」、「ゲーム・試合の楽し
さを味わう、競争を楽しむ能力」、「肯定的思考、
前向きな思考」、「体を動かすことへの肯定的思
考」、「リーダーシップ」とした。中学校学習指
導要領を参照した結果、武道とその他の種目で
は獲得が期待されるスキルが明確に異なってい
ることが示された。
また、インタビュー調査の結果、「技術面以
外で何に重きを置いて剣道を教えましたか」、
及び「剣道が現代の子供に与えると思う影響は
どのようなものですか」という質問に対して、
「礼儀、礼節、謙虚な気持ち」、「伝統的な行動
様式」、「上下関係への配慮」の獲得が期待され
ているという回答が得られた。「剣道を通して
生徒はどのように変化したと思いますか」とい
う質問に対しては、「精神的に安定した」、「集
中力がついた」、さらに「良いと思う武道授業
はどのような授業ですか」という質問に対して
「忍耐力や努力することを学ぶ授業」という回
答が得られた。以上の教師への聴取によって得
られた内容のうち、中学校学習指導要領に記載
のない「上下関係」、「忍耐力」、「努力すること、
継続力」、「精神的な安定」、「集中力」の５項目
を「高校教師が武道に期待するスキル」とした。
予備調査によって得られた計２３項目をランダム
に配置し、質問用紙を作成した。
３．現職高校教師への意識調査
　方　法
１）対象： 剣道を専門的に行う現職高校教師
５４名（男性４０名・女性５名・無記入９名）を対
象とした。対象者の平均年齢は４４.１０±８.１３歳、
教師歴の平均値は２０.３８±８.９４年、競技歴は３４.８３
±７.５０年であった。
２）手続き：口頭もしくは書面で調査の趣旨
を説明し承諾を得た剣道を専門に指導をおこなっ
ている高校教師５４名に対して、郵送もしくは手
渡しにて調査用紙への回答を求めた。調査期間
は２０１０年７月～９月であった。
３）調査内容：予備調査で得られた２３項目の
スキルに対し、「武道（剣道）の授業や部活動」
もしくは「剣道以外の授業や部活動」を通して、
どのくらい獲得させたいと考えているか５段階
で評価するよう求め、武道とその他の種目に期
待するスキルを比較させた。回答は「５．非常
に思う」～「１．全く思わない」の５件法で求
めた。
４）統計処理：SPSS ver２１ を使用し、対応
のあるｔ検定を行った。
　結　果
５４名の対象者のうち、高校で体育以外の教科
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を専門とする４名、回答に不備のあった５名の
計９名のデータを除外し、４５名のデータを分析
対象とした。
中学校学習指導要領「武道」から抽出した
「中学校学習指導要領が武道に期待するスキル」
（表１）、「高校教師が武道に期待するスキル」
（表２）、中学校学習指導要領の武道以外の体育
種目に関する、もしくはすべての体育種目に共
通する記載を抽出した「中学校学習指導要領が
その他の種目に期待するスキル」（表３）に対
して、各項目の平均値と標準偏差を算出し、武
道とその他の種目に期待するスキルを比較した
結果、高校教師が武道（剣道）とその他の体育
種目を通して獲得を期待するスキルが異なるこ
とが明らかとなった。
高校体育教師による評価の結果として、「責
任感」（t（４４）＝２.６７，p＜０.０５）で５％水準、「自
尊心、自信」（t（４４）＝３.１５，p＜０.０１）、「公正な
態度」（t（４４）＝２.８６，p＜０.０１）、「努力すること、
継続力」（t（４３）＝３.４０，p＜０.０１）、「相手に共感
する、配慮する、尊重する能力」（t（４４）＝３.３９，
p＜０.０１）で１％水準、「上下関係」（t（４４）＝４.３３，
p＜０.００１）、「精神力、精神的な強さ」（t（４４）＝４.４０，
p＜０.００１）、「礼儀、礼節、謙虚な気持ち」（t（４４）
＝７.９７，p＜０.００１）、「忍耐力」（t（４４）＝５.３５，p
＜０.００１）、「伝統的な行動様式」（t（４４）＝１０.２６，
p＜０.００１）、「集中力」（t（４４）＝３.６３，p＜０.００１）
において、０.１％水準でその他の種目よりも武道
（剣道）が有意に高い値を示した。一方、「コミュ
ニケーション力」（t（４２）＝ ２.８７，p＜０.０１）、「ゲー
ム・試合の楽しさを味わう、競争を楽しむ能力」、
（t（４３）＝４.８０，p＜０.００１）、「体を動かすことへの
肯定的思考」（t（４４）＝７.３８，p＜０.００１）において
は剣道のほうが有意に低い値であった。
調査結果から０.１％水準で有意に剣道に効果が
あると認識された「上下関係」、「精神力、精神
的な強さ」、「礼儀、礼節、謙虚な気持ち」、「集
中力」と中学校学習指導要領に記述されている
62
元嶋菜美香，坂入洋右
表１　「中学校学習指導要領が武道に期待するスキル」の基本統計量とｔ検定の結果
学習指導要領が武道に求めるスキル
その他の種目剣　道
t 値SDMSDM項　目　名
 ７.９７***
 ４.４０***
１０.２６***
 ３.３９***
１.０１
１.０７
１.０８
０.９１
３.５６
３.６２
２.７１
３.６４
０.４６
０.６９
０.６５
０.７６
４.８０
４.４０
４.４０
４.１３
礼儀、礼節、謙虚な気持ち
精神力、精神的な強さ
伝統的な行動様式
相手に共感する、配慮する、尊重する能力
**p＜.０１　***p＜.００１ 
表２　「高校教師が武道に期待するスキル」の基本統計量とｔ検定の結果
高校教師が武道に期待するスキル
その他の種目剣　道
t 値SDMSDM項　目　名
４.３３***
５.３５***
３.４０***
３.６３***
１.５０***
１.０４
１.０１
０.９５
０.８０
０.８６
３.１６
３.６２
３.７８
３.８９
３.７３
１.０４
０.７２
０.６９
０.７２
０.８１
３.９１
４.４０
４.２７
４.４０
３.９３
上下関係
忍耐力
努力すること、継続力
集中力
精神的な安定
**p＜.０１　***p＜.００１ 
「相手に共感する、配慮する、尊重する能力」
を武道独自の因子として挙げ、独自の下位項目
を作成した（表４）。この時、「忍耐力」は「精
神力、精神的な強さ」、「伝統的な行動様式」は
「礼儀、礼節、謙虚な気持ち」に類似すると判
断し、下位項目として加えた。各因子を「上下
関係」、「精神力」、「礼儀作法」、「集中力」、「相
手の尊重」とし、中学生の獲得するライフスキ
ルに最も関係すると推測される「日常生活スキ
ル尺度」（島本・石井 ２００６）に加え、武道を中
心とした学校体育によって獲得が期待されるラ
イフスキルを多面的に測るための３８項目からな
る予備調査用紙を作成した。
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表３　「中学校学習指導要領がその他の種目に期待するスキル」の基本統計量とｔ検定の結果
学習指導要領がその他の種目に期待するスキル
その他の種目剣　道
t 値SDMSDM項　目　名
－２.８７***
　１.５０***
　３.１５***
　１.６５***
　２.８６***
　１.３５***
　０.８４***
－０.１７***
　２.６７***
－０.３６***
－４.８０***
－０.８１***
－７.３８***
　０.３９***
０.７２
０.８１
０.８０
０.８５
０.９３
０.８７
０.９５
０.７５
０.８５
０.７７
０.６５
０.８７
０.７０
０.８１
４.１６
３.９８
３.６７
３.９１
３.８４
３.６９
３.６９
４.１８
３.９１
４.０４
４.３９
３.８０
４.３１
３.６２
０.８２
０.７８
０.７４
０.７６
０.６８
０.７５
０.７９
０.７７
０.７６
０.７１
０.７４
０.８４
０.８２
０.８３
３.８０
４.１８
４.０４
４.１３
４.２４
３.８９
３.８０
４.１６
４.２０
４.００
３.７８
３.７１
３.４９
３.６７
コミュニケーション力
挑戦心
自尊心、自信
積極的な態度
公正な態度
勝利への執着
問題、課題に対処する能力
協調性、チームワーク
責任感
連帯感、一体感
ゲーム・試合の楽しさを味わう、競争を楽しむ能力
肯定的思考、前向きな思考
体を動かすことへの肯定的思考
リーダーシップ
*p＜.０５　**p＜.０１　***p＜.００１
表４　独自に加えた武道特有の因子及び項目
項　　　目因　子
・上下関係を意識して気配りをすることができる
・性別や年齢をあまり意識せず相手と話をすることができる上下関係
・最後まであきらめずやり抜くことができる
・意見が違う人とも粘り強く話をすることができる
・目標達成のためにコツコツと努力をすることができる
・苦しい場面でも自分に負けず努力できる
精神力
・あいさつの仕方など日常の礼儀作法に気を配っている
・日常生活で時間を守るように意識して行動している
・マナーやルールを守って行動している
礼儀作法
・集中して物事に取り組むことができる集中力
・自分の感情・気持ちを友人に上手に表現できる
・相手の気持ちを理解しようと意識して会話をしている
・相手の気持ちを推察して行動することが多い
・相手の感情に配慮して話すことができる
相手の尊重
４．考　察
予備調査において、現職の高校体育教師への
調査から教師が武道に対して期待するスキルを、
また中学校学習指導要領の記述内容の抽出から
適切な武道教育によって獲得することが期待さ
れるスキルを示した。教育現場で実際に武道に
携わる教師の経験に基づいたアンケート調査及
び全国的な武道授業の指針である指導要領を調
査及び分析の対象としたことで、武道によって
獲得が期待される多面的なスキルを挙げること
ができたと考える。
剣道を専門とする教師は、これまでの指導経
験に基づき「礼儀作法」や「伝統的な行動様式」
などの武道の伝統的な作法、「精神力」、「集中力」、
「忍耐力」などの精神的強さ、「相手に共感する、
配慮する、尊重する能力」といった心理的スキ
ルの獲得を期待していた。このうち、「相手に
共感する」スキルは中学校学習指導要領の「武
道」部分に記載があるにも関わらず、これまで
武道授業による共感性の向上に関する研究はな
く、武道の新たな心理的効果の可能性として今
後研究が必要であると考えられる。
Ⅲ．本　調　査
１．目　的
予備調査で選定した３８項目を用いて調査及び
因子分析を行い、武道を中心とした学校体育を
通して獲得されるライフスキルを多面的に測定
する尺度を作成し、信頼性及び妥当性を検討す
ることを目的とした。
２．因子分析・信頼性の検討
　方　法
１）対象：高校１～３年生３６５名（平均年齢
１６.７２±０.５４歳、男子２１９名・女子１４５名）を対象
のうち、無効回答を除いた３５７名を対象とした。
２）手続き：２０１０年１１月に対象高校に集団調
査を依頼し、校長及び担当学年の教師の許可を
得たのち調査用紙を郵送した。各クラスの担任
がホームルームや放課後に調査内容を説明し、
回答させた。
３）調査用紙：予備調査にて選定された３８項
目が普段の生活にどの程度当てはまるか、「５．
あてはまる」～「１．あてはまらない」の５件
法で回答を求めた。
４）統計処理：SPSS ver１６ を使用し、因子
分析（主因子法・Promax 回転）を行った。
　結果及び考察
教育の現場で簡便に使用することが可能な調
査用紙作成のため、項目の削減を試みた。削除
の際、どの因子にも属さない、因子の項目数が
多い、因子の項目の中で低い因子負荷量を示す、
生徒・教師に理解が難しく学校体育に関係が薄
いという条件から除外する項目を検討し、２０項
目を選択した。因子数を５に指定して再度因子
分析を行った結果、全ての項目において因子負
荷量が０.４０以上を示した（表５）。以上の結果、
５　 因子２０項目からなる武道を中心とした学校体
育を通して獲得が期待されるライフスキルを多
面的に測る尺度を作成し、「学校体育における
武道関連ライフスキル尺度」と命名した。項目
の内容から第１因子を「リーダーシップ」、第
２因子を「礼儀作法」、第３因子を「精神力」、
第４因子を「前向きな思考」、第５因子を「共
感性」とした。
最終的な因子分析の結果作成された「学校体
育における武道関連ライフスキル尺度」のα係
数を算出した結果、尺度全体の信頼性を表すα
係数が０.８以上（α＝０.８８）であることや、各因
子のα係数が０.７以上であることから本尺度の信
頼性が高いことが示された（表６）。各因子に
おける項目数を統一し、項目数を２０項目と少な
くしたことから教育現場において簡易に使用・
分析でき、生徒のライフスキルの獲得状況を定
期的に確認することへの活用が期待できる。
３．妥当性の検討
　方　法
１）対象：高校２年生３４１名（平均年齢１６.７２
64
元嶋菜美香，坂入洋右
65
学校体育における武道関連ライフスキル尺度の作成と妥当性及び信頼性の検討
表５　学校体育における武道関連ライフスキル尺度の因子行列（promax 回転、N＝３５７）
因子負荷量
SDM　No　　　　　　　　　　　項　目
因子５因子４因子３因子２因子１
〈因子１：リーダーシップ〉
－.０６.０１.０３－.１１.９５１.０５３.１５６　集団で行動するときに先頭に立ってみんなを引っ
張っていくことができる
.０１－.０７.０７－.０４.９０１.０４３.０５７　自分が行動を起こすことによって周りの人を動
かすことができる
.０５－.０２－.０８.０４.８８０.９９３.２０５　話し合いのときにみんなの意見を１つにまとめ
ることができる
.０５.１６.０５－.０３.４７１.２１３.３５８　性別や年齢をあまり意識せず相手と話をするこ
とができる
〈因子２：礼儀〉
.００－.０２.０７.８６－.１００.９２３.８７３２　マナーやルールを守って行動している
.０６－.０１－.１７.８１－.０８０.８９４.２０２８　年上の人に対しては敬語を使うことができる
－.０９－.０８.２０.７３－.０００.９８３.８５３１　日常生活で時間を守るように意識して行動して
いる
－.０３－.０３.０９.７３.０９０.９５３.８０３０　あいさつの仕方など日常の礼儀作法に気を配っ
ている
〈因子３：精神力〉
.０２.０４.８４－.１２.０７１.０７３.４０３８　目標達成のためにコツコツと努力をすることが
できる
.０３.０７.７５.１４－.２０１.０２３.５９３７　集中して物事に取り組むことができる
－.０８－.１０.６０.０５.３０１.０７３.２０１１　やるべきことをてきぱきと片づけることができ
る
.１１.１４.５９.２２.００１.０７３.３３３４　苦しい場面でも自分に負けず努力できる
〈因子４：前向きな思考〉
.０６.８３.１０－.１５－.０８１.２０３.２７２４　いやなことがあっても、いつまでもくよくよと
考えない
.１０.７９－.０１－.０７－.１５１.１９３.５９２５　困ったときでも「なんとかなるだろう」と楽観
的に考えることができる
－.１４.６５－.００.０９.２４１.０２３.０３２３　自分の言動に対して自信をもっている
－.１０.６２.０１.０６.１８１.０６３.０５２１　自分のことが好きである
〈因子５：共感性〉
.８７.０６－.０５.０７－.０７１.０６３.９３１　困ったときに友人らに気軽に相談することがで
きる
.８７.０３.０３－.０４.０１１.０４３.７３３　どんな内容のことでも、友人らと本音で話し合
うことができる
.５５－.１９.３８－.２１.０１１.０９３.６０１４　悲しくて泣いている人を見ると、自分も悲しい
気持ちになる
.５４.０４－.２０.２３.３７１.０３３.４２４　自分の感情・気持ちを友人に上手に表現できる
計２０項目　　累積寄与率６４％因子抽出法: 主因子法
表６　学校体育における武道関連ライフスキル尺度の信頼性分析結果
尺度全体因子５因子４因子３因子２因子１
０.８８０.７５０.７４０.７８０.８００.８４α係数（α＝）
±０.４６歳、男子１９７名・女子１４２名）のうち、無
効回答を除いた３３９名を対象とした。
２）手続き：先行研究（青木 ２００５）を参照
し、ライフスキルとの関連が高いと推測される
学校生活適応感尺度（栗谷・本間 ２００９）のうち
質問内容が本調査と関係が薄いと推測された
「私には、まるで友達のように親しみを感じる
先生がこの学校にはいる」などの教師関係因子
の３項目を除いた３０項目を使用し、対象者の学
校生活適応感尺度と学校体育における武道関連
ライフスキル尺度の得点の相関関係を算出した。
　結果及び考察
学校体育における武道関連ライフスキル尺度
の各因子ならびに５因子合計の平均値と学校生
活適応感尺度得点の相関関係を算出したところ、
高い相関が示された（r＝０.８１）。この結果、ラ
イフスキルの獲得程度が高い生徒ほど学校適応
感が高いといえ、獲得されたライフスキルが学
校を中心とした日常生活に応用されている可能
性を示唆した。これは先行研究（青木 ２００５）と
同様の結果であり、尺度の併存的妥当性が確認
された。
Ⅳ．総 合 考 察
本研究では、中学校学習指導要領及び現職体
育教師が武道に期待するライフスキルを明らか
にし、多面的に測定する心理尺度を作成したが、
実際に武道を経験することによってスキルが獲
得されるかについては確認できていない。今後、
本尺度を使用し武道系の部活動に所属する生徒
のライフスキルの特徴や武道の経験年数とライ
フスキルの獲得程度の関係を明らかにするなど
の調査を行うことで、武道が生徒及び学生のラ
イフスキルに与える影響や関係する要因を検討
する必要がある。また、本調査尺度を用いて武
道授業の心理的効果を分析することで、教師や
中学校学習指導要領が期待するような心理的ス
キルを生徒が実際に獲得できているかを検証す
ることも可能である。信頼性及び妥当性が確認
された尺度を用いて心理的効果を調査すること
によって、教師行動やプログラム内容、その他
の体育種目との心理的影響の比較について検討
することが可能となり、有効性のエビデンスに
基づく授業の提案を行うことができると考える。
本研究で武道によって獲得が期待されるスキ
ルとして挙げられた「共感性」については、こ
れまで武道の心理的効果として分析の対象とさ
れておらず、現段階では武道のどのような運動
特性と関係しているかなどは明らかにできてい
ない。今後、武道が体験者の共感性にもたらす
影響について研究を進めていくことで、武道の
有する新たな心理的効果を提唱することが可能
となるだろう。
武道が必修化された背景には、わが国の伝統
的な武道の修行には「生きる力」を育成する教
育法として現代教育に欠けている様々の要素を
もっているという確信があった（中林 １９９４）。
現在、武道の有する教育的意義が明確に示され
ていない以上、武道必修化に対する保護者・教
師・世論が抱く疑問や不安を解決することはで
きない。信頼性・妥当性の確認された測定尺度
を作成することは、効果検証のための土台作り
であり、今後実際の武道授業が生徒のライフス
キルにもたらす影響について更なる研究を行う
ことで、武道による人格形成への効果を検証す
ることが可能となるだろう。
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